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金
滞
古
蹟
志
巷
占
ハ

左
衛
門
封
印
す
。
男
女
子
供
七
人
・
母
共
不
ν
磁
一
族
、
右
三
人
之
縁

者
へ
指
預
に
相
成
り
、
従
弟
以
上
不
v
残
遠
慮
。
内
競
允
屋
敷
其
の
日

翌
日
切
に
取
扱
ち
、
明
屋
敷
と
相
成
り
、
路
道
具
之
内
御
紋
付
有
v
之

分
は
不
v
磁
被
a
取
上
-
由
と
。
叉
寛
延
一
万
年
四
月
十
八
日
大
槻
内
務
允

五
ク
山
之
内
に
禁
鍋
を
捺
へ
、
此
の
目
成
瀬
居
宅
h
横
目
村
田
吉
左

衛
門
罷
越
し
申
渡
し
、
途
中
御
徒
横
目
等
指
刷
ひ
.
五
ケ
山
b
指
治

す
。
然
る
廃
同
年
秋
頃
食
を
持
ち
来
る
百
姓
之
内
に
方
便
を
以
て
.

金
滞
に
遠
慮
義
し
有
v
之
大
槻
長
左
衛
門
・
園
田
兵
太
夫
方
に
預
り
罷

在
る
母
等
へ
文
還
す
。
共
の
取
次
は
小
松
屋
佐
七
と
去
ふ
者
也
。
返

書
之
頃
金
銀
・
た
ば
と
・
き
せ
る
・
硯
友
ど
の
類
、
百
姓
取
次
ぎ
獄
中

へ
入
る
。
共
の
金
子
を
以
て
百
姓
を
儒
り
興
v
之
.
小
刀
を
求
め
‘
寛

延
元
年
九
月
十
二
日
、
小
刀
に
て
獄
中
に
自
害
す
。
依
ν
之
兄
大
槻
長

左
衛
門
禁
錦
、
母
並
に
園
田
兵
太
夫
母
共
禁
牢
、
兵
太
夫
並
に
大
槻

長
太
夫
は
人
持
寺
西
市
正
・
篠
嶋
織
部
へ
被
v
賀
、
共
の
外
一
類
縁
者

共
股
敷
遠
慮
被
ゐ
と
あ
り
。

O
松

原

町

此
の
町
名
は
、
尾
山
八
町
の
-
町
に
て
、
佐
久
間
盛
政
尾
山
在
城
の

頃
建
て
た
る
町
名
也
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
加
府
事
蹟
貸
鍛
に
云
ふ
。

げ
込
み
た
り
。
共
の
由
平
内
承
り
出
で
時
り
る
に
、
叉
疲
ひ
け
る
ゆ
ゑ

抜
打
に
切
り
梯
へ
ば
、
行
街
も
た
〈
失
せ
た
り
け
り
。
共
の
後
或
夜

客
あ
り
て
、
平
内
も
座
敷
へ
出
で
居
け
る
が
‘
露
地
た
る
雲
隠
へ
参

り
け
る
に
、
外
よ
り
戸
を
押
し
た
り
。
押
返
し
け
る
に
叉
押
し
け
る

ゆ
ゑ
、
無
理
に
押
し
明
け
出
で
け
れ
ば
、
大
き
た
る
黒
坊
主
組
付
き

た
り
。
組
合
ひ
け
る
内
脇
刺
を
抜
き
突
き
け
れ
ば
、
共
の
健
逃
げ
行

き
け
り
。
平
内
廷
然
と
し
て
あ
り
け
る
に
、
客
を
初
家
来
共
、
久
敷

雲
隠
よ
り
蹄
ら
や
心
元
な
し
と
来
り
見
れ
ば
、
右
の
次
第
を
申
聞

け
、
手
左
左
も
か
き
さ
か
れ
た
り
。
さ
て
彼
の
血
を
慕
ひ
見
け
る
に
、

惣
縛
掘
の
端
ま
で
有
り
て
、
夫
れ
よ
り
さ
き
は
見
h
宇
。
塀
を
飛
び

越
え
逃
げ
行
き
た
る
体
た
り
。
彼
の
脇
刺
を
見
る
に
、
切
先
三
寸
許

突
き
た
る
跡
黒
く
焼
け
た
る
や
う
に
成
り
居
た
り
。
則
ち
藤
岡
平
兵

衛
も
共
の
脇
刺
を
見
た
り
。
至
極
熱
性
の
者
と
見
b
た
り
と
い
へ

り
。
叉
野
々
村
勘
左
衛
門
、
或
夜
若
第
一
人
・
草
履
取
-
人
召
連
れ

他
行
し
、
夜
半
過
ぎ
蹄
宅
す
る
に
‘
冬
季
に
て
雲
も
飴
程
降
り
積
り

居
り
、
所
々
の
塀
下
杯
も
掻
き
集
め
置
く
程
た
り
し
が
、
松
原
町
の
越

へ
来
り
け
る
に
、
向
よ
り
提
灯
二
つ
参
り
た
る
を
見
る
に
、
提
灯
常

よ
り
高
〈
、
塀
の
上
程
に
見
b
、
甚
だ
不
思
議
に
思
ひ
、
塀
腰
へ
寄

金
滞
古
蹟
志
血
管
大

-"'" J、

背
金
海
域
一
地
一
に
本
源
寺
あ
り
し
頃
は
、
今
の
御
門
前
町
利
一
勝
門
の
前

還
を
ぽ
松
原
町
と
稀
す
。
共
の
頃
は
此
の
漣
町
端
に
て
穣
多
・
な
ど
居

住
し
、
松
原
た
り
し
ゅ
ゑ
に
町
名
と
す
。
不
関
門
の
本
名
を
松
原
口

門
と
呼
べ
る
も
此
の
故
た
り
と
い
へ
り
。
金
滞
深
秘
録
に
は
、
松
原

町
は
昔
町
端
に
て
、
稼
多
の
居
住
所
た
り
し
を
‘
枯
木
橋
へ
這
ひ
出

し
‘
共
の
跡
へ
御
門
前
町
を
迫
ひ
出
す
と
い
へ
り
。
但
し
深
秘
録
の

訟
は
請
け
が
た
し
。
按
宇
る
に
、
此
の
地
は
寛
永
廿
年
に
東
照
宮
を

建
立
あ
り
て
、
松
原
町
を
洩
ら
宇
門
前
地
と
定
め
ら
る
。
依
っ
て
俗

に
御
門
前
町
と
呼
び
け
る
に
よ
り
、
松
原
町
の
古
名
は
絶
え
た
る
如

〈
成
り
た
る
を
、
明
治
陵
審
置
臓
の
後
.
戸
籍
編
成
に
付
き
町
名
取

調
の
際
、
御
門
前
町
の
名
を
践
し
、
松
原
町
の
古
名
に
復
し
た
り
。

O
松
原
町
奇
事
古
偉
筒

松
梅
帝
国
民
云
ふ
。
利
常
卿
の
時
藩
士
坂
坂
平
内
怪
異
の
者
に
逢

ひ
、
野
々
村
勘
左
衛
門
牛
鬼
陀
逢
ひ
た
る
よ
し
‘
世
子
少
将
公
へ
申

し
上
げ
L
る
を
、
藤
田
平
兵
衛
即
ち
承
り
居
た
り
。
板
坂
平
内
が
居

屋
数
は
松
原
町
漣
不
関
門
の
際
た
り
し
が
、
前
廉
よ
り
下
人
共
色
々

の
者
に
逢
ひ
た
る
よ
し
沙
汰
し
け
る
に
、
或
夜
下
女
露
地
へ
出
で
、

韮
を
取
り
に
参
り
け
れ
ば
、
何
や
ら
ん
上
よ
り
夜
ひ
け
る
に
付
き
逃

り
そ
ひ
控
へ
居
け
る
に
、
大
き
友
る
牛
の
頭
の
如
く
に
て
‘
左
右
の

角
の
先
よ
り
ば
っ
/
¥
と
火
燃
ゆ
る
。
共
の
光
り
提
灯
の
や
う
に
速

く
よ
り
見
ゆ
る
も
の
に
て
、
胴
よ
り
下
は
見
b
4
1
0

勘
左
衛
門
の
頭

の
上
を
通
る
に
付
き
、
驚
き
刀
を
抜
き
切
鋤
ふ
と
い
・
へ
ど
も
、
徐
程

高
く
し
て
蛍
ら
歩
。
共
の
内
に
湿
り
過
ぎ
た
り
。
品
ん
も
何
の
陣
り
も

た
〈
.
若
総
・
草
履
取
も
同
じ
く
見
た
り
と
。
右
雨
怪
異
共
に
金
海
松

原
町
越
に
て
の
事
た
り
と
。
共
の
頃
人
々
承
り
ι
脊
談
之
皆
申
慣
し

た
り
と
、
藤
田
氏
哨
也
と
載
せ
た
り
。
按
宇
る
に
板
坂
平
内
は
板
坂

市
右
衛
門
の
養
子
に
て
‘
三
百
石
配
分
知
相
続
し
.
板
坂
氏
の
二
代

目
也
。
野
々
村
勘
左
衛
門
は
微
妙
公
小
松
附
士
幌
に
、
千
石
野
々
村

木
工
兵
衛
と
あ
り
。
此
の
一
族
た
り
し
か
ど
、
子
孫
連
綿
せ
ざ
れ
ば

鮮
か
た
ら
・
?
。
松
原
町
不
開
門
溢
は
そ
の
か
み
惣
構
の
雑
木
生
ひ
茂

り
、
狐
・
狸
・
瀬
の
住
む
所
に
て
‘
利
常
卿
の
頃
は
人
家
も
稀
た
り
し

ゅ
ゑ
K
.
さ
る
怪
異
な
ど
の
事
あ
り
た
る
た
る
べ
し
。

。
御
門
前
町

此
の
町
は
、
今
尾
山
一
脚
枇
の
前
通
な
る
-
町
民

τ、
厳
務
後
松
原
町

の
古
名
に
復
せ
り
、
延
賃
金
津
国
民
、
千
石
町
の
末
よ
り
十
問
町
入

口
ま
で
の
惣
構
堀
端
の
町
地
を
ぽ
、
機
現
堂
御
門
前
と
記
載
し
て
‘

七

... 




